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Abstract
The purpose of this study was to examine experiences in sports classes（“Challenge Sports”
or CS）and the effects on the moods of students measured using the children’s two-dimensional mood 
scale.　During this study, １５４ students were surveyed（average age ８.１±２.６）.　Students participated 
in sports classes for two hours a day, and a total of ５３８ samples were collected.　Measurements using 
the Two-Dimensional Mood Scale（Sakairi et al., ２００９）for children were taken before and after ２-
hour CS participation sessions.　Participants were given an １１-point scale to choose from using a 
picture and a number.　When the measured scores before and after CS participation were compared, 
the“vitality level”（p＜.００１）, “stability level”（p＜.０１）, and the“degree of pleasure”（p＜.００１）was 
increased significantly suggesting a positive psychological effect.
Moreover, when comparing mode states by participant attributes（e.g. age, gender, sports 
experience）, it suggests the existence of a relation to the mode state both before and after a student’s 
CS participation.
Key words
Community sports, psychological effect, mood
要　旨
本研究では、子ども版二次元気分尺度を使用し、スポーツ教室（チャレンジスポーツ：以下 CS）で
のスポーツ体験が児童生徒の気分に与える影響について検討した。１　 日２時間のスポーツ教室に参加し
た１５４名（平均年齢８.８±２.６歳）の児童生徒を調査対象とし、延べ５３８サンプルを回収した。対象者には
２時間の CS 実施前後に、二次元気分尺度（坂入ら、２００９）の子ども版を使用し、絵と数字を用いた２
項目の質問に対して１１件法で回答を求めた。CS 実施前後の尺度得点を比較したところ、実施後に「活
性度」（p＜.００１）、「安定度」（p＜.０１）及び「快適度」（p＜.００１）の得点が有意に向上しており、CS の心
理的効果が示された。また、参加者の属性（年齢、性別、種目経験の有無）および実施種目による気分
状態の変化を比較したところ、実施種目、性別および種目経験の有無が児童生徒の CS 実施前後の気分
状態に関係していることが示唆された。
キーワード
地域スポーツ、心理的効果、気分
１　緒　　　言
子どもの体力の低下に代わる新たな問題とし
て、運動実施の有無による体力の二極化が指摘
されている１）。このような二極化の背景には、
生活様式の変化に伴い日常生活において体を動
かす機会が減少したことに加えて、スポーツ環
境の減少が関係している２）。スポーツ環境とは、
スポーツに不可欠な時間、空間、仲間や指導者
などによって構成され、塾や室内遊びの増加に
伴う外遊びやスポーツ活動時間の減少、 空き地
や公園などの遊び場の減少、少子化によるスポー
ツをする仲間の減少により、現代の子どもたち
はスポーツを実施する機会そのものが減少して
いる。対して、幼少期よりスポーツクラブや部
活動を熱心に取り組むことにより引き起こされ
る早期専門化、発達段階に応じない指導による
スポーツ障害の多発などが問題視され３）４）、体力
の高い子ども達がこのような競技化の進んだス
ポーツ環境に適応していく一方で、適応できな
かった子ども達はスポーツをする機会を失う可
能性が指摘されている５）。
スポーツ環境をめぐる諸問題への対策として、
文部科学省では２０１３年度より、「大学・企業の
スポーツ資源を活用した地域コミュニティ活性
化促進事業」６）を推進している。この事業では、
大学の所有する人材やスポーツ施設および用具
などのスポーツ資源を活用し、子どもをはじめ
とした地域住民がスポーツに参加する機会を設
け、スポーツを通じて地域コミュニティを活性
化させることを目的としている。この事業の一
環として長崎国際大学では、チャレンジスポー
ツ（以下 CS）と銘打ち、土曜日の午後１９時か
ら２１時、体育館や射場などの大学施設を使用し、
近隣に住む小学生・中学生を対象にスポーツ教
室を開催した。実技指導およびスポーツ教室の
運営は、スポーツを専門とする大学教員および
学生が担当した。この事業を通して、大学周辺
に住む子どもたちにスポーツ環境を提供し、子
どもたちのスポーツへの関心や参加意欲を高め、
スポーツを通した地域貢献を実現することを最
終目標とした。
CS と同様に、子どもたちのスポーツ参加意
欲の向上を目的としたスポーツ教室は全国各地
で様々な形態で行われているが、地域で行う運
動教室は身体的健康や経営学的視点が重視さ
れ、精神的健康の観点から評価されてこなかっ
た７）８）。特に、スポーツ教室でのスポーツ体験が
児童生徒の気分に与える影響は、年齢の低い対
象者に対応した簡便な調査尺度が少ないといっ
た問題から９）、これまであまり検討されていな
い。スポーツ教室などの実施目的の１つである
参加者の運動継続を達成するためには運動によっ
て心理状態が向上することが重要であるが１０）、
一過性の身体活動による心理的効果が数多く調
査される一方で実施した種目の違いによる心理
的効果の差異を検討した研究は少ない１１）。また、
性別や年代を問わず多様な地域住民が参加する
地域スポーツでは参加者の属性によって享受す
る効果が異なることから１２）、参加者の属性によ
る効果の差異を分析する必要がある。スポーツ
を通じた地域貢献を実現するためには、単にス
ポーツ教室を開催するだけでなく、その効果を
参加者や地域住民に対して客観的な尺度を使用
し明確に示す必要があると考えられる。
一過性の身体活動による心理的効果を測定す
る尺度として、活性度・安定度・快適度・覚醒
度の４因子から構成される二次元気分尺度１３）が
挙げられる。気分（mood）や感情（affect）の
定義は研究者によって多岐にわたっており一貫
した見解は得られていないが１４）、本研究ではス
ポーツ心理学事典１５）に記載されている「比較的
時間が長く、強度が弱い感情」を気分、「比較
的持続時間が長く、強度の強い感情」を情動
（emotion）、気分と情動を包括した概念を感情
とする定義１６）を採用する。
二次元気分尺度は８項目６件法と項目数が少
なく対象者への負荷が少ないこと、反復測定が
容易であることから気分を短時間で簡便に測定
することが可能であるが、中学生以上を測定対
象としており、小学生などの低年齢の児童を対
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象とした測定が難しいという難点がある。そこ
で、小学生を対象とした新たな調査用紙として、
子どもたちの関心を継続させ理解を手助けする
ために、イラストと数字を組み合わせた２項目
１１件法の子ども版二次元気分尺度１７）が開発され
た。子ども版二次元気分尺度は０を基準とし、
「活性度」は得点が高いほどイキイキとして活
力のある状態、「安定度」は得点が高いほどリラッ
クスして落ち着いた状態であることを示し、２　 
項目の得点を合算して快適でポジティブな状態、
もしくは不快でネガティブな状態を示す「快適
度」を算出する。既存の二次元気分尺度を中学
生以下の子どもを対象に改編した子ども版二次
元気分尺度を使用することで、短時間で、かつ
年齢の低い子どもたちの気分変化について測定
を行うことが可能であると考えられる。なお、
２　 項目版の二次元気分尺度の基準関連妥当性は
既に確認されている１８）。
以上を踏まえて、本研究ではスポーツ教室で
のスポーツ体験が児童生徒の気分に与える影響
について、参加者の属性および実施種目による
気分変化の差異に着目し検討することを目的と
した。この研究を通して、長崎国際大学で実施
した CS の心理的効果を示し、参加者の属性お
よび実施種目による心理的効果の差異を明らか
にすることで、子どもを対象としたスポーツ教
室を運営する際の基礎的知見が得られると考え
る。
２．方　　　法
　対象者　 CS に参加した児童生徒１５４名
（男子５８名、女子８６名、未記入１０名、平均年齢
８.８±２.６歳）を調査対象とした。
　実施内容　CS は土曜日の１９時から２１時
までの１回２時間、体育館などの大学施設を使
用して行った。実施期間は２０１３年９月７日から
２０１４年３月１日までで、計２１回実施した。実施
したスポーツ種目（実施回数 / のべ参加人数）
は、バレーボール（６回/１９３名）、アーチェリー
（５回 /１３２名）、空手道（６回 /９２名）、ダンス
（４回 /１１９名）であり、各教室の参加者は毎回
異なっていた。
　手続き　参加者に対して、フェイスシー
ト（名前、性別、年齢、種目経験の有無）と、
子ども版二次元気分尺度への記入を毎回の CS 
実施前後に求めた。
　調査尺度　参加者の気分状態の測定には、
子ども版二次元気分尺度１７）を使用した。現在の
気分状態について、「活性度」（－５：だらけた、
まったく元気のない状態～５：イキイキした、
元気いっぱいな状態）および「安定度」（－５：
イライラした、まったく落ち着かない状態～５：
リラックスした、とても落ち着いた状態）の２
項目に対してイラストと数字を組み合わせた１１
件法で回答を求めた。また、「活性度」および
「安定度」の２項目の得点から「快適度」（－
１０：不快～１０：快適）を算出した。
　分析の手順　１５４名の CS 参加者から得ら
れた５３８のサンプルのうち、欠損値のなかったデー
タを分析対象とした。統計分析には統計処理ソ
フト SPSSVer.２２ を使用し、χ２ 検定、一元配
置分散分析および混合計画の二元配置分散分析
［（実施種目（バレーボール、アーチェリー、空
手道、ダンス）×時期（実施前、実施後）、性別
（男子、女子）×時期、種目経験（経験者、未経
験者）×時期）］を行い、有意差が認められた場
合 post hoc test として Bonferroni 補正による
多重比較を行った。有意水準は危険率５％未満
とした。
　倫理的配慮　本研究を行うにあたり、長
崎国際大学人間社会学部国際観光学科研究倫理
委員会の承認を得た。参加者および保護者に対
して、調査実施前に調査内容およびデータの使
用方法等を書面および口頭にて説明し、同意書
への署名をもって本調査への参加の承諾を得た。
調査当日に保護者が同伴していない参加者のデー
タ（５５サンプル）は、分析の対象から除いた。 
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３．結　　　果
　参加者の属性
各種目の参加者の属性を明らかにするために、
フェイスシートの性別に関する回答をもとにχ２ 
検定をおこなった。分析の結果、バレーボール
（χ２＝１５.２１，df＝１，p＜.００１）において、男子
に比べ女子の参加者が有意に多かった。一方、
バレーボール、空手道、アーチェリーでは参加
者の性別に有意な差は認められなかった。全参
加者の性別を比較したところ、有意な差は見ら
れなかった。
次に、フェイスシートの種目経験に対する質
問に対して「これまでに種目を経験したことが
ある」と回答した群を経験者群、「経験したこと
がない」と回答した群を未経験者群とし、χ２ 検
定を行った。分析の結果、バレーボール（χ２＝
１９.８６，df＝１，p＜.００１）およびダンス（χ２＝１６.９８，
df＝１，p＜.００１）において、有意に種目の経験
者が多かった。一方、空手道およびアーチェリー
では参加者の種目経験の有無による有意な差は
認められなかった。全参加者の種目経験の有無
を比較したところ、未経験者に比べて経験者が
有意に多いことが示された （χ２＝２１.０６，df＝
１，p＜.００１）。各種目の参加者の属性は表１のと
おりである。
また、各種目の参加者の平均年齢を算出した
ところ、バレーボール（平均年齢８.３±２.２歳）、 
アーチェリー（平均年齢８.４±２.４歳）、空手道
（平均年齢７.９±１.８歳）、ダンス（平均年齢７.８±
２.１歳）であった。
　心理的効果の検討
実施した CS が児童生徒の気分状態に与えた
影響を明らかにするために、CS 実施前後の子
ども版二次元気分尺度の得点に対して一元配置
分散分析を行った。分析の結果、「活性度」（t＝
４.７７，df＝４００，p＜.００１）および「安定度」（t＝
２.８３，df＝４００，p＜.０１）の得点が、CS 実施後に
有意に向上した。また、「活性度」および「安
定度」の得点から算出される「快適度」（t＝４.１０，
df＝４００，p＜.００１）の得点が、CS 実施後に有意
に向上した。一方で、４０１人の対象者のうち４４
名の「快適度」得点が実施前に比べ低下した。
実施した種目が児童生徒の気分状態に与えた
影響を比較するために、二元配置分散分析（実
施種目×時期）を行った（表２）。分析の結果、
「活性度」において有意な交互作用が認められ
（F（３,３９７）＝２.７３，p＜.０５）、下位検定の結果、
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表１　種目ごとの参加者の属性
全　体ダンス空手道アーチェリーバレーボール
pNpNpNpNpN
n.s.２２２２４３
２７７
１７９
＜.００１３７７９
７９
３５
n.s.４７４３
４６
４２
n.s.７０５４
６１
６２
n.s.６８６７
９１
４０
男　子
女　子
経験者
経験者
性　　別
＜.００１＜.００１n.s.n.s.＜.００１種目経験
表２　実施種目ごとの参加者の気分変化
ダンス空手道アーチェリーバレーボール
時期実施種目交互作用N＝９７N＝８０N＝１１０N＝１１４
pFpFpFSDMeanSDMeanSDMeanSDMean
＜.００１２３.６０n.s.０.２８＜.０５２.７３１.８５３.６８***２.１６３.５６***２.００３.４３１.８５３.６２pre活性度 ２.２０３.８２１.４３４.３３１.５９４.２５１.８６３.９０post
＜.０１ ８.７６n.s.０.４８n.s.１.７７１.８３３.５３*２.２２３.２６**１.９９３.１５１.８８３.３４pre安定度 ２.１６３.７０１.７０３.８４２.１２３.７４２.５６３.３４post
＜.００１１７.８３n.s.０.２７＜.１０２.５１３.５２７.２１**３.９０６.８３***３.６５６.５８３.４１６.９６pre快適度 ４.２７７.５３２.９０８.１６３.４１７.９８４.０７７.２５post
各種目の実施前後の有意差 ***: p＜.００１ **: p＜.０１ *: p＜.０５
アーチェリー（p＜.００１）と空手道（p＜.００１）
の２種目のみ、実施後に有意な向上が認められ
た。「安定度」について同様の解析を行ったと
ころ、時期の主効果が有意であり（F（３,３９７）＝
８.７６，p＜.０１）、交互作用は認められなかった。
下位検定の結果、アーチェリー（p＜.０１）と空
手道（p＜.０５）の２種目のみで、実施後に有意
な向上が認められた。また、「快適度」では交
互作用に優位傾向が認められ（F（３,３９７）＝２.５１，
p＜.１０）、下位検定の結果、アーチェリー（p＜ 
.００１）と空手道（p＜.０１）の２種目のみ、実施
後に有意な向上が認められた（図１）。
参加者の性別による気分変化の違いを比較す
るために、二元配置分散分析（性別×時期）を
行った（表３）。分析の結果、「活性度」では性
別の主効果（F（１,３９９）＝１９.２６，p＜.００１）および
時期の主効果（F（１,３９９）＝２２.２６，p＜.００１）が有
意であり、交互作用は認められなかった。「安
定度」では性別の主効果（F（１,３９９）＝９.０５，p＜.０１）
および時期の主効果（F（１,３９９）＝７.６２，p＜.０１）
が有意であり、交互作用は認められなかった。
「快適度」では性別の主効果（F（１,３９９）＝１５.５１，
p＜.０１）および時期の主効果（F（１,３９９）＝１６.２９，
p＜.００１）が有意であり、交互作用は認められな
かった（図２）。
参加者の種目経験の有無による心理的効果の
差異を比較するために、過去にその種目を体験
したことがある参加者を経験者群（N ＝２５２）、
体験したことがない参加者を未経験者群（N ＝
１４５）とし、二元配置分散分析（種目経験×時
期）を行った（表４）。その結果、「活性度」（F
（３,３９５）＝１１.８４，p＜.００１）および「安定度」（F
（３,３９５）＝１３.６３，p＜.００１）において有意な交互
作用が認められ、下位検定の結果、「活性度」（p
＜.０１）および「安定度」（p＜.００１）において実
施前の心理状態に種目経験の有無による差異が
認められ、未経験群でのみ CS 実施後「活性度」
および「安定度」が有意に向上した（p＜.００１）。
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表３　性別による参加者の気分変化
女子男子
時期実施種目交互作用N＝２１０N＝１９１
pFpFpFSDMeanSDMean
＜.００１２２.２６＜.００１１９.２６n.s.１.２３***１.９３a
 ３.２０*１.８９３.９８pre活性度 １.８７b ３.８０１.７０４.３６post
＜.０１  ７.６２＜.０１  ９.０５n.s.２.５３**１.８４
a ２.９９２.０４３.６９pre安定度 １.９８３.４７２.３９３.８２post
＜.００１１６.２９＜.００１１５.５１n.s.２.２０***３.５７
a ６.１８３.４７７.６７pre快適度 ３.６７c ７.２７３.７８８.１７post
実施前後の有意差 ***: p＜.００１ *: p＜.０５
a: p＜.００１ 男子＞女子　b: p＜.０１ 男子＞女子　c: p＜.０５ 男子＞女子
図１　実施種目ごとの快適度得点の変化 図２　性別による快適度得点の変化
「快適度」についても同様の検定を行ったとこ
ろ、有意な交互作用が認められ （F（３,３９５）＝１５.２５，
p＜.００１）、下位検定の結果、実施前の心理状態
に種目経験の有無による差異が認められ（p
＜.００１） 、未経験者群でのみ CS 実施後に「快
適度」が有意に向上した（p＜.００１）（図３）。
参加者の年齢による気分変化の違いを比較す
るために、参加者の平均年齢（８.５５歳）をもと
に９歳以上の参加者を年齢高群（N＝１８２，平均
年齢１０.３２歳）、８　 歳以下の参加者を年齢低群（N
＝２１９,平均年齢７.０７歳）として、二元配置分散
分析（年齢×時期）を行った（表５）。分析の
結果、全ての因子で交互作用および年齢の主効
果はなく、時期の主効果のみ有意差が認められ
た（活性度：F（１,３９９）＝２３.３４，p＜.００１）（安定
度：F（１,３９９）＝８.３７，p＜.０１）（快適度：F（１,３９９）
＝１７.３７，p＜.００１）（図４）。
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表４　種目経験による参加者の気分変化
未経験者経験者
時期実施種目交互作用N＝１４５N＝２５２
pFpFpFSDMeanSDMean
＜.００１３０.９７n.s.０.９５＜.００１１１.８４***２.１７
b ３.２６１.７５３.７８pre活性度 １.６９４.２１１.８４４.００post
＜.００１１３.８８＜.１０２.８６＜.００１１３.６３***２.１７
a ２.８６１.７８３.６０pre安定度 １.９１３.７２２.３４３.６０post
＜.００１２５.４０n.s.２.１２＜.００１１５.２５***３.９０
a ６.１２３.２８７.３７pre快適度 ３.３８７.９３３.９１７.６０post
実施前後の有意差 ***: p＜.００１
a: p＜.００１ 経験者群＞未経験者群　b: p＜.０１ 経験者群＞未経験者群
表５　年齢による参加者の気分変化
未経験者経験者
時期実施種目交互作用N＝１８２N＝２１９
pFpFpFSDMeanSDMean
＜.００１２３.３４n.s.１.２０n.s.０.７３***１.９８３.４３**１.９２３.６９pre活性度 １.９９４.０２１.６５４.１０post
＜.０１ ８.３７n.s.２.１２n.s.０.６１*１.９０３.１３２.０１３.４７pre安定度 ２.３５３.５４２.０５３.７１post
＜.００１１７.３７n.s.１.９１n.s.０.７９***３.６６６.５６*３.５３７.１６pre快適度 ４.０６７.５６３.４７７.８１post
実施前後の有意差 ***: p＜.００１ **: p＜.０１ *: p＜.０５
図３　種目経験による快適度得点の変化 図４　年齢による快適度得点の変化
４．考　　　察
CS 実施前後の児童生徒の気分状態を比較し
た結果、実施前に比べて CS 実施後の気分状態
が向上したことが明らかとなった。この結果は、
運動・スポーツの実施を通して児童生徒の気分
状態が改善されるという二次元気分尺度を使用
した先行研究１９）２０）を追従しており、CS が参加
者の気分状態に及ぼす効果が示された。
次に、実施した運動種目が児童生徒の気分状
態に与える影響を検討したところ、空手道とアー
チェリーを実施した後に有意な気分状態の向上
が認められた。バレーボールおよびダンスにお
いては、CS 実施前に比べて実施後の尺度得点
が向上したものの、有意差は認められなかった。
実施した４種目のうち気分変化の認められなかっ
た２種目は性別や種目経験の有無といった参加
者の属性に偏りが見られ、児童生徒の属性が気
分状態の変化に関係している可能性が推測され
たため２１）、参加者の属性による心理的変化の差
異を検討した。
参加者の性別による気分変化について検討し
たところ、実施前の男女の気分状態に有意な差
異があり、CS 実施前の気分状態が低かった女
子においてのみ実施後に有意に気分状態が向上
した。スポーツ実施前の気分状態に関係が深い
と考えられる心理的要因に、運動有能感がある。
運動有能感は「身体的有能感の認知」「統制感」
「受容感」から構成され、運動教室開始前の気
分状態に大きく関係する７）。一般的に女子に比
べ高いとされる男子の運動有能感２２）が CS 実施
前の気分状態の男女差に関係したと推測され、
事前の心理状態の尺度得点が低い参加者ほどス
ポーツ実施後の気分の変化が大きいことから、
実施前の心理状態に見られた有意差が実施後の
気分変化に大きく関係するという先行研究２３）と
同様の結果が得られた。CS 実施前から気分状
態が良好であった男子は、CS 実施後も良好な
気分状態が維持されており、性別を問わず CS 
に参加した子どもたちの気分状態が快適な状態
となったことが示された。
種目経験の有無による気分変化について検討
したところ、未経験者において CS 実施後に有
意に気分状態が向上していた。経験者は CS 実
施前の気分状態が未経験者に比べ有意に高く、
CS 実施後も良好な心理状態が維持された。こ
れは、現在あるいは過去の運動経験が豊富であ
るほど成功への期待や能力向上への期待および
感情が強くなるため２４）、経験者は未経験者に比
べ CS 実施前から良好な気分状態であったと推
測される。対して種目の未経験者は、初めて経
験する種目がうまく行えるかという予想や見通
しができないことによる不安や緊張２５）などから
実施前の気分状態が低い一方で、課題の難易度
が適切であれば新たな運動技能の獲得を通して
達成感や運動有能感を経験者に比べて感じやす
いことから気分状態の向上が著しいことが推測
され２６）、種目経験の違いが CS の実施前および
実施後の気分状態に大きく関係している可能性
が示唆された。実施後に気分状態が向上したアー
チェリーおよび空手道は学校体育や地域スポー
ツで取り扱われる機会が少なく２７）、今回の CS 
において初めて経験した初回体験者が多かった
ことが有意な気分状態の向上に関係していると
推測される。対して経験者においては、CS 実
施前の良好な気分状態を維持させるようなプロ
グラムであったことから、経験者の事前期待に
応えられるような内容であったと考えられ、種
目経験を問わず CS に参加した子どもたちの気
分状態が快適な状態となったことが示された。
参加者の年齢による気分変化について検討し
たところ、年齢高群および年齢低群において、
CS 実施後に有意に気分状態が向上しており、
年齢による心理的効果に差異のない幅広い年齢
に対応したプログラムであったことが示された。
また、気分状態の変化に年齢による大きな差異
がみられなかったことから、年齢の幼い参加者
であっても尺度を適切に認識することができた
と推測され、子ども版二次元気分尺度の有用性
が示された。これまで、尺度の認知の問題から
測定が困難であるとされた小学校低学年の児童
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に対しても測定が可能であったことから、今後
子ども版二次元気分尺度を使用した測定を行う
ことで、運動・スポーツが児童生徒に与える心
理的効果についての新たな知見を得ることがで
きると考える。
５．ま　と　め
本研究の結果より、CS の実施を通して地域
住民へスポーツ環境を提供し、参加した児童生
徒の気分を快適な状態へと改善させる心理的効
果が確認された。また、子どもたちの運動実施
を促進し、小学校・中学校の体育授業では体験
することのない新たな運動種目を経験する場を
提供することができた。さらに未就学児童、小
学生・中学生・高校生・特別支援学校に通う生
徒など発達段階を越えた児童生徒や保護者、高
齢者など多世代にわたる多様な参加者が交流す
ることで、人々が集い、身近にスポーツに親し
み、交流する場としての役割を果たした。加え
て、種目の経験者と未経験者がともにスポーツ
を楽しむ、教え合う場面も見られ、スポーツに
対する様々な志向を持つ地域住民の相互交流の
場としての役割を果たすことができた２８）。スポー
ツへの関与は「するスポーツ」「みるスポーツ」
「ささえるスポーツ」に分類され２９）、多くの地域
スポーツでは参加者である子ども達がスポーツ
を行い、保護者が観戦・見学し、大学生などの
指導者が指導や運営を行うという構図が成立し
ている。CS では子どもたちと大学生がともにゲー
ムに参加する、保護者が子どもとともにプログ
ラムに参加するといった場面が多々見られ、す
る・みる・ささえるといった単一のスポーツ関
与ではなく、多くの地域住民が様々な形態でス
ポーツに参加できる場を提供することができた。
以上の結果から、「スポーツは、人と人との交
流及び地域と地域の交流を促進し、地域の一体
感や活力を醸成するものであり、人間関係の希
薄化等の問題を抱える地域社会の活性化に大き
く寄与する」というスポーツの役割・意義を前
提とした「地域住民の運動・スポーツへの参加
意欲を高め、スポーツを通じた地域コミュニティ
の活性化を促進する」という本事業の目的６）を
踏まえた取り組みができたのではないかと考える。
６．本研究の限界と今後の課題
本研究の限界として、CS に参加した児童生
徒の参加動機や運動習慣、運動有能感について
調査を行っていないことが挙げられる。参加者
の運動習慣や運動有能感は気分変化に大きく影
響することから、参加者の属性以上に気分変化
に関係する要因である可能性が考えられる。CS 
のような地域スポーツに参加する児童生徒は、
種目習慣がない場合であっても運動に対する関
心や意欲が高いことが推測され、運動に対する
意欲の低い児童生徒に対してどのようにスポー
ツ参加を促進するかについては本研究では言及
することができない。また、CS では毎回の参
加者が異なること、２　 時間のプログラムの中で
多くの時間を調査に費やせないこと、参加者の
認知の問題から測定可能な尺度が限られるなど
の限界があり、研究環境の統制が困難である。
本研究では、CS の実施目的である「地域住民
へのスポーツ環境の提供」を前提とし、参加者
を制限せずに実際のスポーツ教室の心理的効果
の検証を行っており、基礎的知見を得たに過ぎ
ない。
さらに、本研究では実施種目および参加者の
属性が気分状態におよぼす差異を検討したが、
同じ運動種目であっても毎回の実施プログラム
や指導者および指導補助を担当する大学生が異
なることから、これらの要因が児童生徒に与え
る影響を統制できていない。子どもの運動を指
導する際は、言葉かけや動機づけ雰囲気といっ
た指導者の影響が大きいことから２４）３０）、今後は
１つ１つのプログラムの効果および影響する要
因について詳細に分析を行う必要があるだろう。
また、CS を通して全体的に参加者の気分状
態は良好に改善したが、CS 実施前と比較して
実施後の気分状態が低下した参加者もみられた。
気分状態が低下した参加者はデータの欠損がな
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かった参加者４０１人中４４人（約１１％）と決して
多くはないが、気分変化が運動継続に大きく関
与することから自由記述や事後インタビューな
どを行い気分が低下した原因を明らかにする必
要がある。運動・スポーツにおける心理学的な
効果を得るためには、「今行っていることをど
う感じているか」という参加者自身の認知的評
価が重要である３１）。これまでほとんど着目され
てこなかった地域スポーツの実施による児童生
徒の気分変化に焦点を当てデータを蓄積してい
くことで、「スポーツ環境」に加え心理的効果
を提供することのできる地域スポーツを実施す
ることができるであろう。
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